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「人生を楽しむために"貪欲"にそして"しなやか"に生きる」 

12 月 1 日（木）、本校 3 期生の大湾あや子氏をお迎えして講演をして

頂いた。台湾と沖縄でビジネスを展開し、代表取り締まり役を務める

ほか、モデルやタレント、コンサル業も含め幅広い活躍をしていらっ

しゃる。講演のキーワードを１つ、詳しく見てみよう。 

☆計画的偶発性理論（スタンフォード大学のジョン・D・クランボルツ教授提唱） 

「キャリアプラン」というと、本田圭佑選手やイチロー選手のように、中長期の計画をしっか

りたて、着実に実行していく、というイメージがある。しかし、キャリア理論の中には、「キャ

リアの 8割は偶然によって決定される」という前提に基づいたものがあり、これが「計画され

た偶発性理論」。この理論の要点は、 

・個人のキャリアの 8割は予想しない偶発的なことによって決定される 

・その偶発的なことを計画的に導くことでキャリアアップをしていくべき 

という考え。予期しない出来事をただ待つだけでなく、自ら創り出せるよう

に積極的に行動したり、周囲の出来事に神経を研ぎ澄ませたりして、偶然を

意図的・計画的にステップアップの機会へと変えていくべきだというのが同

理論の中心となる考え方である。 

その基本になるのが、次の５つ！ 

（1）「好奇心」 ― たえず新しい学習の機会を模索し続けること 

（2）「持続性」 ― 失敗に屈せず、努力し続けること 

（3）「楽観性」 ― 新しい機会は必ず実現する、可能になるとポジティブに考えること 

（4）「柔軟性」 ― こだわりを捨て、信念、概念、態度、行動を変えること 

（5）「冒険心」 ― 結果が不確実でも、リスクを取って行動を起こすこと 

 これらを心がけているひとには、チャンスがよりめぐってきやすい！ということである。ま

さしく、大湾氏がそれを体現し成功している良い例であろう。 

 高校時代はサボり続けた問題児であったが、慶応大と早稲田院に進学したり、モデル・タレ

ントとしても活躍しつつ、バーを経営するも店中のお酒を飲みつぶしてしまったり…と、エキ

セントリックな言動ばかり印象に残ってると思うが、まずは「自分を理解し、挑戦し、模索す

る」ことを徹底して行ったということ。自分が本当にやりたいことは何か？失敗を恐れていな

いか？その視点を換えてみることはできるか？日頃の勉強に追い立てられ、その問いを見逃し

やすい向陽生へのメッセージであると思う。 

 もう一つ、「高校時代は『これをやれ』と言われることが多かったが、大学や社会においては

そんなこと誰も言ってくれない。何も言われないのに、選択を迫られる。誰かにやれと言われ

てたことって、なんて楽で幸せだったんだろうと大学に進学して気づきました」との一言も。

写真:オフィシャルブログより 



自分の選択で何億というお金が動く立場の大湾氏であるが、「やるべきこと」が分かるのは「幸

せ」だという。大学でも社会でも、自分で考えて行動を起こさなければ何も変わらないどころ

か、立場を追われるかもしれない。先生や親にあれこれ言われて「めんどいなぁ…」と思って

いるそこのアナタ！言われている内が、ハナですよ～             （総学係より） 

 

 

 

“貪欲”この言葉はあまり良い意味で聞くことが無いけど、あやこさんのお話を聞いて“貪

欲”って素晴らしいなと思えました。自分が「あれをやりたい」「これもやりたい」と思うも

のはどれか一つに絞らずに貪欲に何でもチャレンジしようと思いました。（１年国文科女子） 

向陽高校の卒業生だと聞いていたので、エリートコースを歩んできたのかな。と思っていた

ら、けっこう自由な人だったのでビックリした。でも、自分もたくさんの経験をしてあやこ

さんのように生きてみたいと思った。今の自分は、高校生だったあやこさんと一緒で何をし

にここへ来たのか見失いがちで、チャレンジしてみるものの中途半端で自信をなくしていま

したが、この講演を聴いて今チャレンジしているものも自分の一つの経験になるので、どん

な形でもいいからやりとげてやる！！と思うことができました。（1 年理数科女子） 

“一つの夢に向かって一直線に進むことは、危険でもある”ということは初めて聞いたので驚

きました。その夢が消えてしまった時、他の道にも進むことができるように、色々な経験を積

んでたくさんの点をつくることが大切だと知りました。（1 年普通科女子） 

人生は一回しかないから、不安や失敗なんてこわくない！チャレンジすることが大切！と言っ

ていて、その通りだな、と思いました。私もひとつのことに走るだけじゃなくて、たくさんの

ことを経験していっぱい道を広げていこうと思いました。（3年国文科女子） 

特に印象に残ったことは“バカになる”ということで、柔軟に考えることが大切だと感じまし

た。また自分のアイディアをしっかりと伝えられるようにしていくことが私の今後の課題だと

思います。これから先の人生がんばっていきたいです。（3 年理数科女子） 

今回の講演を聴いて将来自分が本当にしたいことは何なのか考えるきっかけになりました。趣

味、得意、貢献、この３つの考え方がとても大切だと思いました。また視点を少し変えてみる

だけで、素晴らしいものを作り出したり問題の解決策が見つかるということが分かったので、

これからの人生で活かしていきたいと思いました。（3 年普通科男子） 

向陽生の感想 


